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計画提案に対する町の判断について（北町３丁目地区） 

 

 

 本提案に対する町の判断について、以下のとおり整理する。 

 

①提案要件の確認 

 本提案については、面積要件を満たし、地権者の同意も得られているものの、計画区域の

設定方法やマスタープランとの整合性について疑義が生じている。 

このため、以下のとおり、町の考え方及び今後の整理方針を示す。 

 

②現地の状況 

 当該地区は、美瑛市街地の北西部に位置し、河川と道路に挟まれた地域である。軽工業や

サービス系工業を中心とした土地利用に加え、沿道サービス施設や遊戯施設、専用住宅など

が混在する工業地域である。しかし、工業系用途の立地が十分に進んでおらず、未利用地も

多く存在するなどの課題を抱えている。 

一方、沿道を挟んで向かい側に位置する北町２丁目地区には、医療施設や商業施設などが

立地しており、交通の利便性を活かした沿道利用が図られている。 

 

③計画区域の見直し 

提案された計画区域は、北町３丁目地区のうち東側の一部であり、地番界を区域境界とし

て設定されている。一方、当該地区における既存の用途地域は、堤防中心及び道路中心を区

域境界として設定している。このため、本提案をそのまま採用した場合、町全体における用

途地域の設定方法との整合性を欠き、これまでの都市計画の考え方との間に差異が生じる

ことになる。 

また、当該地区は現況として土地利用に関する課題を抱えているものの、将来的には多様

な土地利用の可能性を有していると考えられることから、提案された計画区域を見直し、北

町３丁目地区全体を計画区域として再設定することとする。 

なお、一団性のある大町３丁目地区の工業地域については、下水処理場や除雪センターな

どの公共施設に加え、農業施設、運輸施設等が立地しており、既に工業地域としての土地利

用が図られていることから、本計画の対象区域には含めないこととする。 

 

④マスタープランとの整合性 

北町地区について、「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（区域マス）」では「工業・

流通業務地」として位置づけられている。一方、「美瑛町都市計画マスタープラン」では「大

北通等の幹線街路沿線については、利便性や快適性を享受できる都市づくりを進めるため、

利便施設の誘導を図る」と記載されており、必ずしも用途変更の可能性を否定しているもの
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ではない。 

しかしながら、当該記述は北町２丁目地区を含む大北通の南側を示している可能性が高

く、北町３丁目地区については明確な位置づけがなされていないものと考えられる。 

本提案は、ホテル及び商業施設を核とした観光開発を中心としつつ、クラフトウイスキー

等の蒸留所整備と、それに関連する体験型観光の提供など、工業に関連する機能も導入しよ

うとするものである。そのため、「工業・流通業務地」としての位置づけから必ずしも逸脱

しているわけでもなく、明確に不適合な計画提案であるとはいえない。 

一方で、マスタープランとの整合性を十分に満たしているともいえないことから、当該計

画を「美瑛町都市計画マスタープラン」における地区別構想として明確に位置づけることを

前提に、新たな土地利用構想を策定することを、本計画の適合条件として整理することとす

る。 

 

⑤特別用途地区の指定検討 

・工業地域から準工業地域への用途変更により、必要以上に建築物の用途制限が緩和される

ことから、建築物の用途・規模・形態等に一定の誘導を行い、沿道利便機能と周辺環境が

調和するよう、特別用途地区の指定の検討を行うこととする。 

 

⑥町の判断 

上記を踏まえ提案内容を確認した結果、当該土地については、今後も相当数の工業関連施

設の新たな立地を見込むことが困難であると考えられる。 

一方、沿線の国道２３７号は交通量が多く、沿道利用の促進により新たな土地利用が図ら

れることが期待される。 

以上のことから、本件については、都市計画用途地域の変更を要するものと認められるた

め、当該地区における具体の土地利用を示す「北町３丁目地区土地利用構想」を策定し、土

地利用方針を明確にした上で、所要の変更手続きを進めることとする。 

 




